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1.まじめに

　付加文(tag sentences)に関する用語をNasslin(1984)から借用し、付加部をT(tag)、付加部に

先行する文をRC (reference clause)、RCとＴの肯定・否定の極性が一致しないものを

Rp (reversed polarity),極性一致のものをCp (constant polarity)とそれぞれ略記する。従って付

加文の形式は、'RC, T?'と表記されることになる。

　RCは一般的に平叙文あるいは命令文であるか、感嘆文、疑問文も可能であるとされている。

Ｔは一般的に、平叙文の主節に対応して｢(助)動詞十主語｣の順で表れる。平叙文に助動詞が

含まれていればその助動詞が、一般動詞の場合は、'do'をその主動詞の時制と数に一致する

形になおし、主語にも適切な人称代名詞を選ぶ。RCが命令文の場合のＴは平叙文の場合ほど簡

単ではないが、一般的にwill you?, won't you?, can you?. can'tyou?等があげられる。RCとＴの肯

定･否定の極性は一般的には一致しない。一致する場合のうち、肯定・肯定の場合は従来認め

られているが、否定・否定の場合は問題を提起している。

　このような付加文が実際にどのような形式で、またどのように使用されているのかを、Ｔの

部分を検索項目としてCOBUILDDirectで調べ、その抽出結果を言語処理プログラムの

WordSmithで処理し、付加文の用例を抽出する。

　この用例結果を四つの点から検討し、付加文の実際の用法をとらえ直すことにする。まず各

検索項目のコーパス別の頻度数から、付加文そのものの使用における英・米語の差およびコー

パス別の表出差を検討して付加文の使用に関する基本を押え、次にRCの方に注目して、ＲＣに

表出される文の形式およびRCと後続するＴの意味論的・語用論的関係を再考する。この点は次

に調べるＴとして抽出されない項目のうち、法助動詞の場合を検討することによって補強され

る。さらにRCとＴの肯定・否定の極性の分布から、特にCpの特異性をとりあげる。
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2. COBUILDDirectによる検索

2.1. COBUILDDirect

　COBUILDDirectの検索可能対象は5000万語で、11のサブコーパス（①ＢＢＣ　②ＮＰＲ　③

OZNEWS　④ＴＩＭＥＳ　⑤ＴＯＤＡＹ　⑥ＵＫＢＯＯＫＳ　⑦ＵＫＥＰＨＥＭ　⑧ＵＫＭＡＧＳ　⑨

UKSPOKEN　⑩ＵＳＢＯＯＫＳ　⑩USEPHEM）に下位区分される。これを簡単にまとめると次の

表になる。

表１　検索可能コーパス（数字の単位は100万語) （検索年月ニ1998.1）

豪語 ozn ６

英語 uke 3 ukm ５ uks 10 bbc 3 ukb 5 tim 5　tod 5

米語 use 1 npr ３ 11sb 5

2｡2.検索項目リストおよび手順

検索項目リスト

am＋I(＋not), is＋PPS(＋not), isn＋t＋PPS,are+PPS(＋not)，aren＋t＋PPS, was＋PPS(＋not), wasn＋t＋PPS,

were＋PPS(＋not), weren＋t＋PPS, does＋PPS(＋not), doesn＋t＋PPS, do＋PPS(＋not), don+t+PPS,

did+PPS(＋not), didn＋t＋PPS，can＋PPS(+not), can＋t＋PPS, couId＋PPS(+not), couldn＋t＋PPS, ,

may＋PPS(＋not), mayn+t+PPS, might＋PPS(＋not), mightn+t＋PPS, must+PPS(＋not),

mustn＋t＋PPS, need+PPS(＋not), needn+t＋PPS, dare＋PPS(＋not), daren+t+PPS,

ought+PPS(＋not), oughtn＋t＋PPS, has＋PPS(＋not), hasn＋t＋PPS, have+PPS(＋not), haven＋t＋PPS,

had＋PPS(＋not), hadn+t+PPS, will+PPS(＋not)，won＋t＋PPS, would＋PPS(＋not), wouldn+t＋PPS,

shall+PPS(＋not), shan＋t＋PPS, should＋PPS(＋not), shouldn＋T＋PPS

検索手順

上記の項目を検索した結果には付加文でないものも含まれる。たとえば、検索項目が

'will＋PPS'/ 'won＋t＋PPS'の場合には、The question is,willhe? / WILL they, won't they?等
　　　　　　　　　　　　　　　-　-

の例文も含まれる。そこでCOBUILDDirectの検索結果から、WordSmithを使用しでRC, T?'

の形式を確認しつつ手作業で付加文のみを選択することにする。その検索結果表は論文末に資

料として添付している。

3.考察

　資料の検索結果表から、付加文のコーパス別頻度数を表す表、RCの統語形式による分類表、

Ｔとして抽出されない項目、肯定・否定の極性別頻度数を表す表を作成し考察する。
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3.1.コーパス別頻度数

　表2　コーパス別頻度数

corpus ozn uke ukm uks use bbc 11or ukb usb tim tod total
size(n.) ５ ３ ５ 10 １ ３ ３ ５ ５ ５ ５ 50

tag ｓ 31 15 116 ０ ２ 25 104 628 490 76 87 1574

　表2からいくつかの点が明らかになる。まず同じジャンル（newspapers）を比較すると、ozn

はtimおよびtodの約半分、またtimおよびtodはほぼ同じ数値なのでクオリティ紙とタブロ

イド紙の差はないと考えられる。ephemera'のuke、useはコーパスの大きさは異なるものの、

全体の中で低い数値（15,2）を示している。'spoken'としてはukspokenのみであるが、ここ

からは用例は全く抽出されていない。'transcripts from broadcasts'のbbc,nprはそれぞれ

25,104で、英米の差ははっきりしており、米語が英語の約４倍強になる。'books'と

'newspapers'を比較すると、たとえば英語の場合、ukbとtim,todはそれぞれ628,76,87となり、

'books'における付加文の使用の頻度が目立つa 'books'どtranscripts from broadcasts'

を調べると、1118と129（コーパスの大きさを考慮に入れて単純計算すると215）となり、やはり

'books'における付加文の使用の頻度が目立つ。'books'における英米の差は、英語が米語の

約1.3倍となる。

　ukspokenのOという数値は特筆に価する。実際に話されたものがコーパス化されたukspoken

の分野で、この付加文が一例も抽出されないということは、話し言葉の中で付加文がまず使用

されないということになる。ところが、放送英語を書き表したbbc, nprでは抽出されているの

で、この場合の結果を考えあわせると、付加文は日常の会話の場よりは。放送英語のような聞

き手を意識したよりformalな場で使用されていることになる。

　そうなるどbooks, magazines, newspapaers'の分野の高い使用頻度数はどのように考えれ

ばよいのであろうか。本・雑誌・新聞等はいわゆる「書かれたもの」であり、当然書き手が存在

することになる。これらの分野で使用される付加文は、書き手が話し手を想定してそのことば

を書いた、あるいは話し手が実際に発話したものを書きとめたものということになる。

　そこでこの「書いたあるいは書きとめた」という点から付加文をとらえ直すことができる。た

とえば、話し手が実際に'John is a liar.'　と発話するときには、／ジョンはうそつきだ/という

命題内容に対し、これを断定したり、幾分かの躊躇を示したり、確信がもてなかったり、相手

に判断をまかせようとしたりと、さまざまな話し手の命題内容に対する心的態度が付随する。

発話の際には超分節音素の助けで、種種の話し手の意図が含意可能である。ところがこれを文

字化しようとするとき、つまり「書こう」とするときには、話し手の意図を盛り込んで形式化す

る必要がでてくる。このときたとえばJohn is a liar?あるいはJohn is a liar.といった文末の記号

表記で質問なり、断定を表すこともできる。さらにJohn is a liar,isn'the? あるいは、is he?を
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付加することにより、話し手の断定をさける態度等が表される。つまり、付加文は実際の発話

に含意される話し手の心的態度をも盛り込む形で、それを形式的に表出するための一つの有効

な形式としても機能していることになる。

　本・雑誌・新聞等の｢書かれたもの｣の中で多用される付加文形式は、この心的態度を形式的

に表出するための一手段として用いられたのではないかと考えられる。もちろん、実際に発話

された付加文が文字化されることもおこりうるが、この場合はukspokenのOという数値から考

えると、極端にその頻度は少ないとみられる。

3.2. RCの統語形式

　表3　RCの統語形式による分類

ozn uke ukm uks use bbc npr ukb usb tim tod total

Dec 31 15 116 ０ １ 25 103 582 455 76 87 1490

Inter ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Imp ０ ０ １ ０ １ ０ ｌ 45 35 ０ ０ 83
Exc ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

total 31 15 116 ０ ２ 26 104 628 490 76 87 1574

　RCは一般的に平叙文あるいは命令文であるが、感嘆文、疑問文も可能であるとされている。

ということは感嘆文、疑問文の場合の使用頻度はあまり高くないということになるが、はたし

てどの程度使用されているのであろうか。

　付加文のRCの94.7%が平叙文であり、命令文は全体の5.3%で、しかもこの場合ukb, usbに集

中している。疑問文は可能とされているものの一例も抽出されず、感嘆文はukbでわずか一例

見られる。以下RCが平叙文の場合と命令文の場合に分けて例文を引用し、何に対応してＴがつ

けられるのかをまとめることにする。

RCが平叙文の場合

　(1)Ｂｕt thenｌdon'tsuppose beingany good isreallythe point,isit?

　(2)l guessit'snot thatimportantto know exactlywhere you are,isit?

　(3)Ｂｕt I suppose the money ain'tin dirtthesedays,isit?

　(4)Yes, I believeyou spentａwhole yearin Italy,didn'tyou?

　(5)l thinkit'sａmajority,isn'tit?

　(6)l guess thatsounds a bitidealistic,doesn'tit?

　全てＴはRCの補文に対応して付加されている。ある種の述語は，一人称単数の主語を持ち現

在形で使用されるとき，その述語が含まれる主文の意味内容はかなりの程度に弱められ，極端

な言い方をすれば，取り除いても意味ははばかわらず，補文内容が話し手の実質的な主張内容
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になる。そしてその補文に対しＴがつく。つまりＴはRCの文全体のなかで意味的にもっとも重

要な内容に対応して、話し手がその内容にある不確かさをもつとき付加されることになる。

　(7)lt makes me feelvery stressed, which isn'tgood for the baby, isit?

　Ｔは、主文ではなく非制限的関係代名詞節から作られている。

　(8)It's so outlandish thatit could almost be true.couldn'tit?

　(9)Ｆｏχhunting is necessary because foxes are pests,aren't they?

　that節、because節に対してＴが付加されている。

　(10)Everybody's waiting for me to get hit,aren't they?
　　　　　　　　　　　　　　-

　(11)Ｎｏｂｏｄylikesａvictim,do they?
　　　　　　　　　-

　統語的ルールよりも話し手の頭の中にある実質的内容か優先されて、RCの単数主語が、Ｔの

ところでは、複数主語へと変わった例である。

　Ｔが何に付加されるかという点については、実例から、Ｔ後続の一般的な統語規則に付け加え

て、多分に語用論的な規則が重要であることが分かる。TはＲＣ全体のなかで、話し手が主張す

る内容のもっとも重要な部分を表す節に対応して作られ、しかも話し手が主張内容の真実性に

対して幾分の気がかりを感じている時に後続される。その確信の度合いが低い場合は、聞き手

に｢命題一真｣の確認を求める疑問に近い形になり、またその確信の度合いが高いときは、聞

き手に単に同意あるいはあいづちを求めるといった意図をもって発話される。

RCが命令文の場合

　RCが命令文の場合のＴを分類すると次の結果になる。

　letで始まる文のtag : can we? (2)shall we? (8)

　肯定・肯定:can you?(2) willyou?(57)would you?(4)

　肯定・否定:won't you?(4)

　否定・肯定:will you?(6)

　否定・否定：該当例なし

　letで始まる命令文の場合は、80％でshall we?、20%でcan we?が後続する。その他の命令文で、

肯・肯の場合はその90%のＴにwill you?がみられ、肯・否の場合はwon't you?のみ、否・肯の場

合もwill you? のみしか抽出されない。従って付加付き命令文のＴの助動詞には、従来言われて

いるような多様化は見られず、willが多用されていることになる。この点を考えてみることに

する。

　付加付き命令文は、統語的に｢命令文十疑問文｣という並列的な複合文構造から成り立ち、後

者の重複部分を削除することによってＴが生成されたとみられている。このＴの部分の疑問文に

くるものは全く無制限というわけではなく、命令文と並列されるがゆえに、疑問文に語用論的
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な粂件が課せられる。つまり、Ｔの部分は命令文の発話行為をかなり固定して表現できる疑問

文に限られることになる。たとえばともに間接的に＜依頼＞を遂行する疑問文である、Will

you take me home? とCan you take me home?　を比べると、前者は聞き手により返答の自由

を与える。つまりyesと返答しようとｎｏと返答しようとその返事は全く聞き手次第である。一

方後者は、相手に能力を聞く形で、しかも相手の負担の要求を遂行するという点でずっと巧妙

であり間接性も増す。聞き手が｢…の能力がないから、話し手の依頼する行為はできない｣と

いって断る口実も与えることができる。ということは依然として聞き手の能力を質問するとい

う力が残っていることになる。従ってより無色の、中立的な意味ということで、will you? /

won't you?がＴのところに表れると考えられる。

　RCが感嘆文の例として、Huddleston (1970)は、How elegantlyshe dresses, doesn't she?の

例をあげている。感嘆文は自分の得た感銘、印象等を聞き手に伝え、相手になんらの返答も要

求しないし、また返答をもらえるとも思っていない。ところがこれにＴが後続することにより、

話し手はRCの内容に聞き手の確認を期待する。COBUILDDirectで抽出される次の１例は注意

を引く。

　(12)Ah, Henry, how you'd have loved # those coins, wouldn't you?

3.3. Tとして抽出されない項目

　検索項目の用例がすべて見つかるわけではない。代名詞が何であれ，すべての場合で抽出さ

れない項目を以下に列挙する。

　were＋PPS＋not / does＋PPS+not / do+PPS+not / can＋PPS＋not / ｍａy＋PPS，ｍａyｎ＋t＋ＰＰＳ，

　ｍａy＋PPS十ｎｏt / might+PPS / must＋PPS, mustn+t+PPS, must+PPS＋not / need+PPS,

　ｎｅｅｄｎ＋t＋PPS，ｎｅｅｄ＋ＰＰＳ＋ｎｏt/ dare＋PPS，daren+t+PPS, dare+PPS＋not / ｏｕght＋ＰＰＳ，

　oughtn+t+PPS, ought+PPS+not / has+PPS+not / had+PPS+not / will+PPS+not /

　would+PPS+not / shall+PPS+not / should+PPS, should+PPS+not

従来may, must, need, dare, ought等はＴにも認められるとされているが，実際には一例も見つ

からない。これらの助動詞がRCにでてくる場合でそれにＴが付加された場合はわずか一例しか

抽出されない。

　(13)That must be the hardest option of＃the three, isn't it?

このmustは陳述緩和的意味の用法であり，命題内容に対して話し手自身の心的態度を表明し，

命題内容をそのまま事実どして認めるのではなく，何らかの自分のコメントを付加する機能を

もつ。そこでこの部分はＴの付加される対象にはならない。例文は，It is certain that that is

the hardest opinion of the three. と書き換え可能であり，この補文に対してＴが後続しているこ

とになる。このように法助動詞の場合も例外ではなく，Ｔが話し手の主張の実質的内容に対応
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して作られている点が確認できる。

3.4.「肯定・否定」の極性別頻度数

　表４　肯定・否定の極性別頻度数

ozn uke ukm uks use bbc npr ukb usb tim tod total
Dec
pos,neg

24 10 77 ０ １ 17 77 358 289 53 54 960

Dec

nee, pos

７ ４ 33 ０ ０ ６ 25 179 141 21 30 446

Dec

DOS,DOS

０ １ ５ ０ ０ ２ １ 44 25 ２ ３ 83

Dec
neg,nee

０ ０ ０ ０ ０ Ｏ ０ １ ０． ０ ０ １

Imp

P08,P0S

０ ０ １ ０ ０ ０ １ 42 30 ０ ０ 74

Imp
pos,nes

０ ．０ ０ ０ １ ０ ０ １ ２ ０ ０ ４

Imp

neK,nos

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３ ０ ０ ６

Imp
neg,nept

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Exc １ １

total 31 15 1X6 ０ ２ 25 104 628 490 76 87 1574

　表の上から二つがRp.次の二つがCpの場合である。明らかになる点を列挙していくと、ozn

ではすべてRpで、Cpの例は抽出されない。Rpで肯・否の場合が、否・肯の場合の2.2倍になり、

無標的には話し手が肯定的命題を述べ、これに付加部をつけ加えて、相手に確認、同意、相づ

ちを求めていることになる。 CpとRpを比較すると、RpがCpの約16.7倍で、Rpは全体の94%を

占める。Cpは全体の6％で、通常は肯・肯で表れ、否・否の場合はわずか一例がｕkbで抽出され

た。このCpの英米の差を考えると、米語より英語の方で好まれる傾向にある。

　以下Cpの例をいくつか引用する。

　(14) Then, it'ssettled,isit? 、

　(15)So you are on the side of allthese aggressive feminists,are you?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

　(16)She turned to Jahdo. So, lad.You come from the Rhiddaer, do you? l do.

　(17)So he was Noriega's brother officerand he passed allthe gossip on the man along to

　　　you, did he?

　(18)Miss Autumn said no. She saidyou was to have supper ＃with her. Oh she did,did she?

　　　Yes, she did.

　(19) So I'lldo that,shallI?

Cp付加文は、基本的に相手のことぱを問題にし、RCにおいて提示されたその内容に対する単

なる反応、確認ということから、さらにそれに皮肉・不信を表現し、一種の強い感情表現とし
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て相手に'not RCを期待するところまでいく。感情表現の表われとして、文頭に'Oh'や

'So'等が多くみられる。

　Cp付加文の否・否の場合は、Lakoff(1969)では非文とされ、Quirk et al.(1985)では、論理的

には可能であるが実際に使用されないと説明される。COBUILDDirectではわずか一例抽出され

た。

　(20)Senna had not rejoined the track where he had leftit but taken ａshort cut, hadn上面?

　　　Everybody had seen that.too.

　付加付き命令文の肯・否の極性については、従来RCが肯定の時はＴに肯・否の両方が表れる

とされる。 COBUILDDirectでは、付加付き命令文83例中89.2%が肯・肯で、肯・否はわずか４

例が得られる。 RCが否定形の時でＴに肯定が表れることに関しては、意見が分かれ、Arbini

(1969)では非容認、Huddleston{1970)では容認されている。Hudson(1975)もこの形は

'possiblefor me' と説明する｡二方Ｔに否定がくるのは非文であるとされている｡COBUILDDirect

検索では、否・肯は５例であるが、否・否の場合は全く抽出されない。

4.おわりに

　付加文の形式を確認したあと、COBUILD Directで付加文を抽出し、その検索結果を４つにま

とめて考察した。

　コーパス別頻度数からは、付加文は書かれたものの中で使用される口語表現、および実際に

発話される口語表現としては聞き手を意識したよりformalな場合で使用され、日常の会話の中

ではまずでてこないことが認められた。英米語の使用差としては、書かれたものの中の表現と

しては英語の中でより使用され、よりformalな口語表現としては米語の中でよく使用される。

RCの統語形式による分類からは、付加文のRCはほとんどが平叙文で、一部命令文が表れ、疑

問文は一例も抽出されず、感嘆文もわずか一例見られたのみである。このRCを検討することに

より、ＴがRCの何に対応して形成されるかが｡より明確になった。この点はＴとして抽出されな

い項目のうち法助動詞の含まれるRCに、どのようなＴが後続するかをみることによっても確認

された。肯定・否定の極性分布からは、特にCp付加文の頻度数の低さ、およびどちらかといえ

ば米語より英語で使用されることが認められた。命令文の場合、従来問題になっているRCが否

定のときの、否・肯が５例確認され、否・否の場合は全く抽出されなかった。
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hasshe ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ Ｉ
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